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＜はじめに＞

重金属は微量ながら環境中に広く分布しており、毒性が強いものが多い。また、分解されず環境中に存在し、生物濃縮されるので、食物連鎖の上位にいる生物ほど重金属が蓄積されると考えられる。魚類は水圏における食物連鎖の上位に位置するので、重金属が生物濃縮されていると思われる。つまり、その魚類に蓄積した重金属を測定することで、魚類の生息している水域における重金属のモニタリングが可能になると考えられる。そこで、本研究では児島湖に生息している魚類の臓器に蓄積している重金属を測定し、水域における重金属のモニタリングが可能か検討した。
＜方法＞

材料：サンプルとして児島湖で捕獲されたコイ、ナマズ、スズキ、ニゴイ、フナ、ボラを用いた。また、測定部位は肝臓、生殖腺、可食部（身）とした。コイとフナについては心臓と脳についても測定した。

重金属の測定方法：サンプルの前処理：魚の肝臓等をホモジナイズした後、有害金属測定用硝酸を添加して、マイクロウェーブ法により分解を行った。分解後、ろ過を行い、試験溶液とした。測定する重金属は、魚類の肝臓等に含まれるFe・Zn・Cu・Mn・Ni・Pb・Cd・Hgとし、FeとZnはフレーム法（偏光ゼーマン原子吸光分光光度計）、Cd・Cu・Mn・Ni・Pbについてはフレームレス法（偏光ゼーマン原子吸光分光光度計）により測定を行った。Hgについては、高濃度還元気化水銀分析計で測定を行った。
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表1 コイの臓器に蓄積された重金属濃度

[μg/g-wet]j

＜結果＞

表1にコイの臓器に蓄積された重金属濃度を示した。心臓と脳においては水銀以外の重金属が可食部（身）よりも高い結果となった。結果は示していないがフナも同様の結果が得られ、食性は異なっても心臓と脳については同様の重金属蓄積量であると推測される。
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表2 児島湖の重金属量
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児島湖の表層水と底泥の重金属量（表2）を蓄積量の多い順に示し、魚類と比較すると、

　　　表層水・底泥　　　Fe>Mn>Zn>Cu>Pb
魚類　　　　　　  Fe>Zn>Cu>Pb>Mn　　　となった。

表層水と底泥ではMnの値が高かったが、魚類は低い値であった。これは魚類に取り込まれた重金属の魚類体内での蓄積経路によるものと考えられる。

児島湖の汚染状況をモニタリングするには、今回測定したサンプル数では不十分だと思われる。また、湖水中には多く含まれているMnは魚には微量しか蓄積されていなかったので、この問題についても今後検討していく必要があると思われる。
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